
平成２４年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費 10款 教育費
2項 小学校費 3項 中学校費 小中学校課（内線：７５７７）

1目 小学校費 1目 中学校費 （単位：千円）
財 源 内 訳

事 業 名 本 年 度 前年度 比較 備 考
国庫支出金 起債 その他 一般財源

（新）少人数学級の － － － － － －
拡充
工程表の施策目標(指標) ―
事業内容の説明
１ 事業の概要

小学校１・２年、中学校１年で実施している少人数学級を平成２４年度から小学校３～６年、
中学校２・３年にも拡充し、義務教育９年間の全ての学年を少人数学級とする。

２ 事業内容
（１）小学校１・２年の３０人学級、中学校１年の３３人学級は協力金を廃止し、単県費で実施
（２）平成２４年度より小学校３～６年、中学校２・３年の３５人以下学級を実施
（３）協力金

①小学校３～６年、中学校２・３年を３５人以下学級とする場合
→増教員一人あたり２００万円

②さらに市町村が弾力的に少人数学級を拡充していく場合
→増教員一人あたり５００万円

（４）少人数学級の拡充に必要な教員は、計画的・段階的に採用

【必要教員数】

平成２３年度 平成２４年度 増 減
小学校合計 ８３人 １３３人 ５０人

小学１・２年 ６０人（協力金方式） ６５人（県負担） ５人
内 １１８人
訳 小学３～６年 ５３人（協力金方式） ５３人

５００万円協力金方式 １７人 ５人 △１２人
複式解消協力金方式 ６人 １０人 ４人

中学校合計 ６２人 １０３人 ４１人

中学１年 ４３人（協力金方式） ４５人（県負担） ２人
内 ９７人
訳 中学２・３年 ５２人（協力金方式） ５２人

５００万円協力金方式 １９人 ６人 △１３人

※上記に必要な人件費は小学校費及び中学校費の教職員費で予算措置。
→ うち、平成２４年度から拡充する小学３～６年、中学２・３年の少人数学級実施に

必要な人件費は810,285千円となる。

３ これまでの取組状況、改善点
（１）これまでの少人数学級の取組

・平成１４年度より小学１・２年生を対象に少人数学級を実施
・平成１６年度より中学１年を対象に少人数学級を実施

（２）平成２４年度からの少人数学級拡充に向けた検討の経緯
①市町村教育委員会教育長との意見交換会：５／１６・１７、７／６・７、

８／３１～９／９
②今後の少人数学級検討委員会：７／４、８／４
③市町村長との行政懇談会：１１／１６

（３）今後は少人数学級を活かす取組を積極的に進めていく。


